
　本調査ならびに報告書内での各用語は、次の定義に
基づいて使用している。

■ 運動・スポーツ
　スポーツ基本法は、スポーツを「心身の健全な発達、
健康及び体力の保持増進、精神的な充足感の獲得、自
律心その他の精神の涵養等のために個人又は集団で行
われる運動競技その他の身体活動」と定義する。
　競技としてのスポーツだけではなく、健康づくりを目的
としたトレーニングやフィットネス、楽しみとしてのレクリ
エーションやレジャーなど、余暇時間に意図をもって行わ
れる身体活動を包含する。
　本調査では、このスポーツの複合的な概念を回答者
が想起できるように、運動・スポーツという表現を用いて
いる。
　なお、本調査が分析対象とする運動・スポーツの範囲
は、学校や職場でのクラブ活動は含めるが、学校の授業
は除く。

■ 実施種目
　運動・スポーツの種類や名称。
　本調査では、過去1年間に行った運動・スポーツの種
目を複数回答でたずねた。そして、年間の実施回数が多
い順に最大5種目の実施状況をたずねた。

■ 実施頻度
　ある一定期間に運動・スポーツを行った回数。
　本調査では、過去1年間に行った運動・スポーツの実
施頻度を年間の実施回数が多い順に５種目を上限として
たずねた。実施頻度の回答方法は、種目ごとに年、月、週
のいずれかを選択して、その回数を記入する形式とした。
　表Ⅰは、本調査で設定した運動・スポーツ実施頻度の
算定基準である。１年間を月換算で12ヵ月、週換算で
52週と定め、非実施（年０回）から週７回以上（年364
回以上）とする運動・スポーツの週あたりおよび年間の
実施回数を算出した。

■ 運動・スポーツ実施率
　過去1年間に運動・スポーツを一定回数行った人が全
標本に占める割合。
　本調査では、種目別にたずねた実施頻度（実施回数
の多い順に最大5種目まで）を合計し、年1回以上や週
1回以上の運動・スポーツ実施率を算出している。また、
種目別の運動・スポーツ実施率は、その種目を一定回数
行った人が全標本に占める割合となる。

■ 推計人口
　本調査で得られた運動・スポーツ実施率等（小数点第
二位を四捨五入した値）に、2017年1月1日時点の住
民基本台帳人口より、満18歳以上の人口「1億601万
1,547人（男 性：5,125万5,646人、女 性：5,475万
5,901人）」を乗じて算出した推計値。

■ 運動・スポーツ愛好者
　週1回以上何らかの運動・スポーツを定期的に実施し
ている者。

■ 実施時間
　1回の運動・スポーツを継続して行った時間の長さ（単
位：分）。
　本調査では、過去1年間に行った運動・スポーツの実
施時間を種目別（実施回数の多いものから順に最大5種
目まで）にたずねた。

■ 運動強度
　運動のきつさ（負担の度合い）を表現する指標。
　先行研究により、主観的な運動強度を表す言語表示
と生理学的指標である心拍数や酸素摂取量との対応関
係が確認されている。表Ⅱに示したBorg（1973）の主観
的運動強度（RPE：Rating of Perceived Exertion）
は、そのスケールが6から20に設定されており、あては
まる数字を10倍すると１分間あたりの心拍数に対応する。
そして、RPEの英語表現に対応する日本語は「非常に楽
である」から「非常にきつい」が適していると報告された

（小野寺・宮下、1976）。Borg（1982）は心拍数や酸
素摂取量との関係から、新たなスケールも検討している
（表Ⅲ）。
　本調査では、表Ⅳに示した運動強度の尺度（宮下、
1980）を用いた。心拍数に対応する主観的な運動強度
を簡易に評価できる。過去1年間に行った運動・スポー
ツについて、種目別（実施回数の多いものから順に最大
5種目まで）にその運動のきつさを「かなり楽」から「か
なりきつい」までの5段階で回答を得た。

用語の解説

基　準

【表Ⅰ】 運動・スポーツ実施頻度の算定基準

非実施（年0回）
週1回未満（年1～51回）
週1回以上2回未満（年52～103回）
週2回以上3回未満（年104～155回）
週3回以上4回未満（年156～207回）
週4回以上5回未満（年208～259回）
週5回以上6回未満（年260～311回）
週6回以上7回未満（年312～363回）
週7回以上（年364回以上）

【表Ⅲ】 労作の強さを示すスケール

Borg（1982）より作成
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Very hard

Very, very hard

非常に楽である
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【表Ⅱ】 BorgのRPEスケールと日本語表示

Borg（1973）、小野寺・宮下（1976）より作成
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【表Ⅳ】 運動強度の尺度
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■ 運動・スポーツ実施レベル
　「実施頻度」「実施時間」「運動強度」をもとに、運動・
スポーツ実施状況を量的・質的観点から捉える本調査
独自の指標（表Ⅴ）。
　運動・スポーツ実施レベルの算出方法は次のとおりで
ある。過去1年間に運動・スポーツを一度も行わなかっ
た者は「レベル0」、過去1年間に1回以上は行い、実施
頻度が週2回未満（年1回～103回）は「レベル1」、週
2回以上（年104回以上）は「レベル2」と設定した。さ
らに実施時間と運動強度を条件に加え、週2回以上で実
施時間が30分以上は「レベル3」、週2回以上、実施時
間30分以上、かつ運動強度「ややきつい」以上は「レ
ベル4」と設定した。
　例をあげると、表Ⅵに示すＡ氏は、ランニングを「週1
回」「15分」「きつい」、フットサルを「週1回」「60分」「や
やきつい」、水泳を「週1回」「30分」「楽」と回答した。
Ａ氏の運動・スポーツ実施頻度は週3回であり、この時
点で「レベル2」の基準を満たす。次に、実施時間「1回
30分以上」は水泳とフットサルの「週2回」であり、「レ

ベル3」以上となる。レベル4の基準である実施時間「1
回30分以上」かつ運動強度「ややきつい」以上の条件
を満たすのはフットサルの「週1回」のみであるため、Ａ氏
の運動・スポーツ実施レベルは「レベル3」となる。

■ アクティブ・スポーツ人口
　運動・スポーツ実施レベル「レベル4」、すわなち、週
2回以上（年104回以上）、１回30分以上、運動強度「や
やきつい」以上の条件を満たしている者。

■ 直接スポーツ観戦
　スタジアムや体育館などに出向いて、直接スポーツの
試合を観ること。

■ スポーツボランティア
　報酬を目的とせずに自分の労力、技術、時間を提供し
て地域社会や個人・団体のスポーツ推進のために行う
活動と定義する。ただし、活動にかかる交通費や食事代
など、実費程度の金額の支払いは報酬とみなさない。

■ 母集団について
　スポーツ・フォー・エブリワン社会の実現を目指すため
には、全国民の運動・スポーツに関する正確な実態の把
握が必要不可欠である。
　SSFでは成人（20歳以上）を対象とする「スポーツラ
イフに関する調査」を1992年から隔年で実施してきた。
前回の2016年調査から対象年齢を18歳以上に拡大し
た。

■ 単純集計結果について
　本調査の単純集計結果は、統計学上、母集団の運動・
スポーツに関する行動や意見などの動向を的確に反映し
ていると考えられる。

■ クロス集計結果について
　本報告書では、主な質問項目の単純集
計結果を示すとともに、性、年代、運動・
スポーツ実施レベルごとの動向をクロス集
計により探った。過去調査との比較がで
きる項目はその変化にも注目した。そこか
ら導き出された分析結果は、今後のス
ポーツ推進の方向性や課題解決の着眼
点を示唆する判断材料になり得る。巻末
のクロス集計表には、地域や都市規模、
職業のクロス集計結果を掲載している。
　なお、項目によってはクロス集計表の各
マス目（セル）の標本数がごく少数となり、
必ずしも母集団の情報を正確には反映し
ていない可能性も含まれる。何らかの推
計を行う際には、十分注意されたい。

■ 無回答の取り扱いについて
　本文の調査結果は、無回答を除く有効
回答を母数に集計しているが、巻末のク
ロス集計表は、基礎情報として無回答を
含めた割合を掲載している。そのため、
本文中の図表と巻末のクロス集計表で数
値が異なる場合がある。

■ 割合の合計について
　本文中および図表中で使用されているパーセント表示
は、小数点第二位を四捨五入した後の数値を記載してい
る。そのため、合計が100％にならない場合がある。

■ 同率順位について
　順位を示した図表は、四捨五入後の数値が同じであ
れば、同率順位として扱っている。

■ 年次推移の図表について
　本文中の年次推移の図表について、2014年までは
20歳以上、2016年からは18歳以上が調査対象である
ため、厳密には母集団の年齢範囲が異なるが、便宜的
に連続する経年データとして取り扱っている。

本報告書の読み方と留意点

【表Ⅴ】 運動・スポーツ実施レベル

実施種目 実施頻度 運動強度

ランニング

フットサル

水　泳

週1回

週1回

週1回

きつい

ややきつい

楽

実施時間

1回15分

1回60分

1回30分

【表Ⅵ】 Ａ氏の運動・スポーツの実施状況

 過去1年間にまったく運動・スポーツを実施しなかった （年0回）

 年1回以上、週2回未満 （年1～103回）

 週2回以上 （年104回以上）

 週2回以上 （年104回以上）、1回30分以上

 週2回以上 （年104回以上）、1回30分以上、運動強度「ややきつい」以上

基　準実施レベル

レベル4
（アクティブ・スポーツ人口）

レベル0

レベル1

レベル2

レベル3

実施時間1回30分以上、
かつ運動強度「ややきつい」以上
× ランニング
○ フットサル
× 水泳

週1回のみ
レベル4基準 ×

レベル3

週2回以上の実施頻度 レベル２基準  〇

レベル3基準 〇

実施時間1回30分以上
× ランニング
○ フットサル
○ 水泳

週2回

A氏の運動・スポーツ実施レベル
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全　　　体

地
　
　域

都
市
規
模

年
　
　代

性
別

性 

　・
　 年
　代

職
　
　
　
　
　業

北海道
東　北
関　東
中　部
近　畿
中　国
四　国
九　州
２１大都市（計）
　東京都区部
　２０大都市
その他の市（計）
　人口１０万人以上の市
　人口１０万人未満の市
町　村
１８・１９歳
２０歳代
３０歳代
４０歳代
５０歳代
６０歳代
７０歳以上
男　性
女　性
男 性（計）
　１８・１９歳
　２０歳代
　３０歳代
　４０歳代
　５０歳代
　６０歳代
　７０歳以上
女 性（計）
　１８・１９歳
　２０歳代
　３０歳代
　４０歳代
　５０歳代
　６０歳代
　７０歳以上
自営業（小計）
　農林漁業
　商工サービス業
　その他の自営業
　家族従業者
勤め人（小計）
　管理職
　専門・技術職
　事務職
　技能・労務職
　サービス職
その他（小計）
　専業主婦
　パートタイム・アルバイト
　学　生
　無　職
　その他

ク
ロ
ス
集
計
結
果

Ⅵ

Ⅵ  クロス集計結果

運動・スポーツ実施レベル

3,000
130
220
1,040
540
490
160
90
330
880
220
660
1,870
1,220
650
250
71
381
480
595
481
564
428
1,491
1,509
1,491
37
194
245
303
242
276
194
1,509
34
187
235
292
239
288
234
423
37
258
64
64

1,155
107
237
339
317
155
1,420
484
382
141
411
2

26.0
23.1
32.3
24.5
28.3
25.9
22.5
38.9
22.4
22.2
23.6
21.7
28.0
29.2
25.7
25.2
18.3
29.9
25.0
23.7
29.3
26.8
23.6
23.8
28.2
23.8
18.9
27.3
23.7
21.1
26.9
26.1
18.6
28.2
17.6
32.6
26.4
26.4
31.8
27.4
27.8
28.4
43.2
26.0
25.0
32.8
26.1
18.7
19.0
20.6
36.0
33.5
25.4
30.2
22.3
17.0
25.5
－

26.2
23.1
21.4
27.3
26.5
25.7
26.3
18.9
29.1
27.4
27.7
27.3
26.0
25.7
26.8
22.8
21.1
33.1
33.1
38.3
25.4
16.0
10.5
30.7
21.7
30.7
18.9
38.1
37.6
41.6
30.6
19.6
15.5
21.7
23.5
27.8
28.5
34.9
20.1
12.5
6.4
25.5
21.6
24.8
26.6
29.7
35.5
38.3
34.2
37.5
35.0
32.3
18.8
16.3
26.4
25.5
12.2
50.0

9.5
8.5
10.0
9.2
10.9
8.2
7.5
14.4
10.0
9.5
10.0
9.4
9.3
9.3
9.2
11.6
16.9
7.1
9.8
11.6
11.2
7.6
7.9
8.1
10.9
8.1
10.8
5.2
6.9
11.9
9.1
6.5
7.2
10.9
23.5
9.1
12.8
11.3
13.4
8.7
8.5
9.5
－

11.6
9.4
6.3
9.0
10.3
13.9
7.4
7.3
7.7
10.0
9.3
13.4
9.2
8.0
－

17.6
22.3
18.2
19.7
14.1
19.6
14.4
15.6
13.6
19.1
18.6
19.2
16.6
16.1
17.4
20.0
12.7
10.8
14.2
12.6
14.3
24.1
30.4
15.5
19.7
15.5
16.2
5.7
11.4
11.6
14.0
21.4
29.9
19.7
8.8
16.0
17.0
13.7
14.6
26.7
30.8
18.9
27.0
19.8
18.8
10.9
12.6
12.1
13.1
15.0
11.4
9.7
21.2
22.9
17.0
11.3
26.5
－

20.7
23.1
18.2
19.2
20.2
20.6
29.4
12.2
24.8
21.8
20.0
22.4
20.2
19.8
20.9
20.4
31.0
19.2
17.9
13.8
19.8
25.5
27.6
21.9
19.4
21.9
35.1
23.7
20.4
13.9
19.4
26.4
28.9
19.4
26.5
14.4
15.3
13.7
20.1
24.7
26.5
17.7
8.1
17.8
20.3
20.3
16.8
20.6
19.8
19.5
10.4
16.8
24.6
21.3
20.9
36.9
27.7
50.0

レベル2レベル1レベル0全　体 レベル4レベル3

（n） （％）

本報告書の読み方と留意点用語の解説
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